


Ａ

Ｑ 前歯の唇側傾斜が著しいときはどのように対応していますか？
着脱方向の設定にある程度許容性のあるKennedyⅠ級症例であれば，前歯の植立方向に合わせて対応しています．
鉤歯の歯冠形態によっては，短縮アームを用いることもありますが，その場合適切な維持力を確保するための調整は，
シビアになります．

■分類・使用樹脂
Kennedy     　Ⅰ級
アイヒナー分類　B4
宮地の咬合三角  第３エリア
樹脂 EstheShot Bright

［概要］
審美改善の主訴で，咬合リスクを
伴う症例であるが，患者希望でノン
メタルクラスプデンチャーを選択．
上顎は咬合圧を分散するために，
総義歯様のメタルプレートを併用．
歯の植立方向と歯冠形態から通
常のレジンクラスプの設置は困難
であったため短縮アーム．下顎は
リジッドサポートを狙い，クラトビル
型のRPIの金属床義歯とした．

Ａ

Ｑ クリアランスが不足した場合どのように対応していますか？
どの部分が不足しているかで対応は変わりますが，メタルで補強・咬合させることが多いです．
一例として，オーバーデンチャーの症例を供覧します．メタルフレームと一塊で仕上げるこの手法を応用することで，
磁性アタッチメントのハウジングやその他不足部にも対応可能です．

■分類・使用樹脂
Kennedy　　 　Ⅰ級
アイヒナー分類  B4
宮地の咬合三角 第３エリア
樹脂 EstheShot Bright

［概要］
鉤歯として用いるには条件が悪く，
抜歯するには早い歯をコーピング
として残した症例．生活歯という
ことも手伝ってその形状は大きく，
義歯製作のためのクリアランスは
不足した．メタルハウジング・ハイ
ブリッド前装を行いこれらの問題
を解消．欠損歯数としては大きい
ものの安定した経過を辿っている．

図1～2 着脱方向の設定．両側遊
離端欠損であれば，歯の方向に準
じることで対応できることが多い．
ただし，歯冠形態によっては，今回
の症例のように近心側に強いアン
ダーカットを示すこともある．その
場合は短縮アームの適応となる．
図3～4 サベーイングを行いニア
ゾーンの0.3mm以上のアンダーカ
ットをブロックアウト．それ未満の
アンダーカットは維持として使用す
るためレジンクラスプに接触させる．
ブロックアウトの際，着脱方向に対
して平行な軸面を付与することが
コツ．
図5～7 適合良好な義歯が完成．た
だし，症例条件によっては死腔が
生じることはある．

図1　着脱方向を咬合平面に平行とした場合 図2　着脱方向を前歯歯軸と平行とした場合

図3　歯冠形態 図4　ブロックアウトのイメージ 

図5　完成した義歯 図6　唇側面 図7　死腔が生じることも

図8 生活歯のため支台歯の形状は
大きい．ジルコニアによるキャップ
を製作した．
図9 コーピングをメタルフレームで
ハウジング．コーピング咬合面は被
圧変異量を鑑みリリーフを行った．
図10～11 コーピング側面はメタ
ルタッチとするためこの段階で仕
上げ研磨を行い，歯冠部のレジン
築盛を行った．
図12 構造上，湯流れの悪さによる
なめられが懸念されるため，スプル
ーイングと射込み時，フラスコの温
度を通常より高めに管理するなど
の工夫を行なった．
図１３ 樹脂はなめられることなく
射込むことができた．
図１４ 適合良く仕上げることがで
きた．

図８　コーピングを仕上げた状態 図9　金属床を模型に装着した状態

図10　金属床の内面 図11　ハイブリッドレジンを築盛 

図12　樹脂射込みのためのスプルーイング 図13　射込まれた義歯の内面 図14　完成した義歯


